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STUDI玄S ON TO瓜IATOJUICE－I  

SUITABLE TOMATO VARIETIES FOR PROCESSEDJUICE  

Masanori几Iiyazaki，Sbinzo Eunisato，nIasaru Wakasa，  
ltsuro Mayuヱumi，Euniyasu Ogata and T8kuo Murata  

Tt has become necessary to scleet and breed suitable varieties of toma10eSforjuiceproces－   

Sing as the consumption of canned tomatojuiceincreasedinJapan．   

Many s【ud；e50n the brceding of tamato varieties and ol－Cultivating meth・）d5（staking or   

nort－Stakillg）havc been rnade．Rutl恒）e pubIishedillforrnation cuneern；ng rclalions betweell  

lhe quELlity of†OmatOJUICe and varieties of the plant has been glVen．   

The present study、VaS Carried out to selecIsuitable varictiesfor the proces5ing of tomato   

juicein the Kansaidistrict．  

Forteen varieties which wereintrodueed from U．S．A，Braヱ；lorltaly weTe Studied，and   

the（01lowillg LIvarieties were foundlOl）e PrOJmSlng：Torn油∫ReiHllmbcrt，Homestead，   

Shin－StlugyOku and Gl；1rnOur．  

1緒  

近年日本でもトマトジュースの消費が伸び．それに伴って．トマト加工用品種の育成や加工適性  
l・、12   

の間毯についての報告がかなりみられるようになった．二とに前者については産地の労助力の減少   

と閑適して，無支柱栽培に関する研究が多い．しかし加工用品種についての栽培特性．収量仁果棄   

の品質．製品の収量と品質についての・貫した研究は少ない．  

本研究ほアメリカ，ブラジル，イクリヤから集めた14品種を用い，この点について検討を加え．   

関西地方におけるトマトジオース加工適性品種を選抜しようとしたものである．  

2 材 料 と 方 法   

2．1供 試 品 種  

Slmgyoku：鳥取県袋試西伯分場から釆たもので，Sanmarzano系に属し，小男である．   

Shin－Shugyoku：鳥取県塵試西伯分場から来たもので，Shugyokuの中から淘汰きれたやや大型   

の果実．  
1ユ．1▲l 

Tornato ReiHumbert：イクリヤではReUmbert と呼ばれ．ブラジルを経て入手したもので，  

毒大東府立大学農学部同芸利用草薮室  

祢園芸学会昭和39年筐秋季大会発表  
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貯蔵性のある小栗．   

Burpee●sBigBoyHybrid；7メリカの仁H．G．Hasting祉の種子で．一般にmidseason種と考  

えられている．   

WonderBoy FIIlybr；d：アメリカのAsgrow社の種子．大栗で芯が小きい．   

Minori：長野県桔梗ケ原分場から来たもので．無支柱用品軌   

Fireball；アメリカのHa汀is社の謹子．現在ニュ■「ヨークの缶詰用トマトといわれ、無支柱用品  

種．   

CPC－2；アメリカの磯子で無支柱用品種．  

Inge即01iGigante享一jscio：イタリアから釆たもの．   

Glamour；アメリカのHarris祉の種子。ニューーヨークで最も広く栽培きれている様子．   

RedJacket；アメリカのHarris社の種子．ポテト様の輩をしたseぐOrld ear】y鼠   

Homeste；ld；アメ，）カのAsgrow社の稀子．Pink時に輸送性があるといわれている．   

TndianlくiverWorld；アメリカのAsgrow社の椰子．   

RutgerTりmatO；アメリカのAsgrow社の庫子で．1iarris祉の古くから知られているRL－tgerS  

に似ている．   

Hukuju－2；日本の生梁用品秤．  

1516）  

2，2 栽 培 方 法  

哉培祀1963年．64年の両年に亘っておこなった．1964年ほ2月27仁＝こ電熱温匪鞋静挿し 2回移  

植をし，5月4、6日に定植した．有支柱は合掌武文柱で10a当り2800株の割合で栽培しち．圃  

場ほた陵台地で排水良好であるが，土壌ほ酸性赤土であるため．推肥2400kg／10a，石灰190lくg／10a  

を争え，pHを6．3、6．6に調整した．元肥はN，P，Kを32，39，36kg／10aずつ与えた．14品  

種巾Minori，Fircb批CPC－2は無支柱栽培法に準じた．その他は誘引，摘晩をおこない．有支柱  

栽培法に準じた．薬剤徽布は10日に一度の割合で．ボルドー液を散布した．   

生育小の気象条件は  

Figlのとおりで．平  

均気温は6月は21．60c  

7月は26．60c，8月は  

28．80Cであり，各月の  

最低平均気温ほ15．40C  

22．30C，22．90Cで夜  

温はやや高かったが，  

果皮のリコピン形成に  
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Fig．1Weather and temperat11re duringpcr’；odoL gl・owtl10fplant（1964）  

寺Quilted from the re⊂Or（lof OsakallOrticulturalhigh school  

はきほど惑影響はないものと思われた．雨量は6月後半と7月小句にかなりみられ，この他に8月  

後半に記録もれがあ←′たので，1964年の6，7，8月の合計†よ341mn－以上であり，1963年は556mm  

で，他の産地に比べてかなり多かった．  
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2．3 ジュースの製法  

ジュースはトマトを厚き1cmに水平に切り．ホ一戸－びき容器中で80つC，10分間加熱後0．8   

mm月のうらごし掛こかけて搾汁し．95、1000cで3分間加温殺菌した．  

2．4 分 析 方 法  

水分は1000C 乾燥法．机タンパク質はケルダー′レ法．アスコルビン酸は2．6ジクロpフェノー   

ル・インドフェノール法．酸は10倍希釈液を0．1NNaOHで滴定し．クエン酸であらわした．総力   

ロチノイドはベンゼン，メタノール淀液で抽出し、石油エーテルに分液し，減圧乾燥した後，40倍   

の石油エーテルを加えた液を波長470m／上でのOpt－Deneityで表わした．クロロフィルほ80％7   

セトンで抽出し，エチルエーテルに分渡し，波長642．5 と660nlノ｛で比色定量した．  
17．柑19）   

色調は日本電色KKのColorstadioで反射光を測定しt．  

3 実験結果と考察   

3．1栽培特性からみた14品種の性状   

Tablc．Ⅰ．Growth charActers of tomatol－arielies forpro⊂eSSing  
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75．0  

50，0  

58．0  

88．0  

86．0  

100．0  

Indian R；ver World  228．3  

R。【gerT。mat。   196．4   

meanヽralue or【en plants  

Tablcl；こ14品種；こついての我摂待性を示した．草丈はMinori，Fireball．Cf〉C－2は1mに足  

りず・芯Iヒり品種で，無支柱栽培に適する．Burpee’sBigBoyI寸ybrid，WonderBoyF7Hybrid  

などアメリカカ・ら輸入した品種は．アメリカでは無支柱栽培Lているといわれる．本実験ではこれ  

らの品種は草丈が2、2．5mlに達し，無支柱栽培をおこなうと，うね巾が広くなり，収橙労力が大  

きくなり・故習すべき果実を見失うなど成賃は良好でなかった．ShllgyOku，Shin－Shugyoku，To－  

matoRe汗Iumbertの3品種は放任すれば，草丈3mにもなり，芯を）ヒめるなり，先端を掛こはわす  

なりの方法が必要と思われた．   

着花房数は草丈の高い品附こ多かった．一般に8月後半から9月にかけて結果率ほ減少し．結果  
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してもこの時期にほ株が弱わり，果実は肥大しない．このような理由から収穫果房教はかなり減少  

した．   

Table∬．Yie】ds at variousllarVeSLingl）eriods and totaly；eld or tomato、－arie【ies（orprocessing  

†  Yieldsatva，i。。Shar，CStingpe，i。ds  Total pield 

（kg／1Ⅳ．）  
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29  44・   1招  

25  42  19  
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2ふ  

42  

19  

35  

20  

46  

36  18  

39  20  

20  19  

一も5  22  

4（1  11  

35  26  

31  10  

収量はTableⅡ のとおりで，6月末から9月始めまで．肉眼で熟度を判定し，遇2回の割合で  

収穫した．時期別政見制令は年次によ－・，て異なるが，1963年，64年の両年の平均では，ear】y＄eaSOn  

種はHornestead．Mir）Ori．F；reba11であり．他はSecond early seasonまたはmid season種と  

考えられる．2年間の平均収量は Burpee、s Big Boy Hybr；d，Ind；an R；ver World，Tngcgnoli  

GiganteL；scio，RutgerTomatoの頓でFirehalLが最も少なか＜＞た．   

なお他の報告に比べて収量ほいくぶん少なかった．  

TableⅢ．The rate of diseased andinjured fruits tD tOtこ11hnrvest fruits  
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TableIⅢは総収穫果数に対する加工に供し得ない果実の個数を百分率で示したもので・これi′こ  

は裂果，病害果，虫害男を含む．病害果発生の少ないものほRulgerToma10・Ton－aと。Re；Hum 
℡02ト  

bert，Glamour，WoJ］derBoyFIHybr；d，Fireballである．裂果の発生機鰍ま明確でないが，1963  

iFにはカ■なり多かった．病害果ほ製品の品質に大きく影響を与えるが．Tal）leⅦの値ほ芹沢の報  
ユニ  

告に比べてかなり高いのは高冷地と暖地の気候条件の差によると思われる．  
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3．2 果汁収畢および果汁の化学的性状  

TablcⅣ．ChemicalcomposiLion of unprocessed fruits for pro⊂eSSing  
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上記原料ト・？ト果実の成分について，TableⅣに示Lた．租タンパク質ほTomato ReiHum・  

bert，Glamour，Sh；n－Shugyokuが少なく．pHほCPC－2，liomestead，Minoriが低かった．ア  

スコルビン鰍よRL［tgerTomato，Tomato Re；Humbert，F；reba11が多く．20mg％以上の数値を  

示した．  
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製品の色調に関係の探い総力Pチノイドの多いのくrま，Burpee’s Big BoyIす封）rid∴hdian River  

World，IngegnoliGiganteI．iscio，CPC－2，Homestead，Shugyoktlであるが．後述のジュースの  

色調とは明瞭な相関関係は認められなかった．クPPフィルは全品種ともtrace程度モ供試品種ほ  

加工に対して適性と認められた．  

Table Vにジュースの性状を示した．この場合比楔のために市販の‖uktI5u－2を用いてジュー  

スを製造した．果汁収率はうらごし器を使用した場合．加工者の巧師こよるところも大きいが，本  

実験の範囲内では収率60％以上のTndian River World，IngegnoliGigante Liscio．Tomato Rei  

Humbert，CPC－2，Glamour．RedJacket、Shin－Shugyoku・rlomeslead，WonderBoyF）Hybrid  

と収率の悪い九IinorL Hukuju－2の間に大きなひらきがみられたが，これにはへた部の大きき，  

皮の厚きなどが大きく影響したと考えられた．  
1さJ   

色調についてはEl本電色KKのCoJor－Stadioを用いて．L，a，bの値を測定した．高橋らは  

市販缶詰ジ＝L－スの色調を調べ，a／bとI－b／aは缶詰ジL－スの色調と高い相関があり，Lb／aが  

12以下が良好，13～15が普通，16以上は不良であるとした．本葉簸でa／bが大きいのはR－1tger  

Tomato，Tomato ReirIumbert，Glamour、Shin－Slll】gyOku，rlomestcad．Wondcrlミoy FJHyb  

rid，Minoriで，このうらHomesteadを除いた他の品種はLb／aが小さかった．対照として用い  

たHukuju－2は菓芯が大きいので．果汁収率窓く，可もおよぴⅠ一り′aの値からみて色調が著しく  

悪かった．  

トマトの加工品種の選抜には以＿l二の他に，省力を目的とLた無支柱栽培に対する適性など．検討  

すべき問題はあるが，関西地方の暖地でほ実用化には問題が多い．   

以上の実験結果から．供託品種のうち，TomatoReiHumberL Shin－Shugyoku，Home51ead，  

Glamourが関西地方でのトマトジュース用品種として有望であると判断Lた．  

4 要  約   

1）本研究は加工用トマト14品種を用いて，主に果汁適性について調べ，関西地方におfする卜‾7  

トジュースの適性品種を選抜しようとしたものである．   

2）供試品種中，収量，栽培棟易，耐病性等の栽培特性および果実の化学成分から判断して・  

Burpee†sBigBoyHyl）rid，Indian RiverWorld，IngegnoliGigante Liscio，Glamour・Tomato  

ReiHumbert，Shin－Shugyoku，RedJacket，Homesteadの8品種が有望品種とされた．   

曳）果汁牧率．ジュ－スの品質の面から検討Lて，Indian River World，TllgegnOliGignnte  

Liscio，Glamour．Tomato ReiHumbert，Shifl－Sl－tlgyOkulWonderfミoy Flliybrid・RedJncket  

の8品種が良好であるとされた．   

4）2）と3）を総合して，TomatoRe；HumbcrtトHomestead・Shin－Shugyoku，Glamourの  

4品種が関西地方におけるトマトジュース用品種とLて有望であると思われた．   

本葉験をおこなうにあたり，榎千人手に御協力くださいました長野県段訳桔梗ケ原分場・鳥取県  

農試西伯分場，および東洋食品工業短期大学沢山蕃二郎教授に深く感謝し・たします．  

－1とi2－   



莫袈に御協力，御助言くださいました大阪府立大学畳字都岡軍制用学教室畑明美軋上田悦範君  

伊藤謙三君に緩く感謝いたします．  
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